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第５章 弁室 

 １ボックスの鉄蓋 

（1）水道用鉄蓋及びレジンコンクリート製ボックスの種類 

  注：円形４号の鉄蓋は、地下式消火栓を除きスリップ防止機能を有するものとする。 

    鉄蓋表面のマークは、急速空気弁は「Ａ」、バタフライ弁は「Ｖ」、排水枡は「マス」と 

明示する。 

   

・水道用鉄蓋 

円形１号 

 

 

 

 

 

 

 

 

円形４号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            （例）地下式消火栓 

 

種 類 寸法（呼称） 適  用 

円形１号 φ250 呼び径φ350以下の仕切弁、排水弁 (歩道部、車道部) 

円形４号 φ600 
地下式消火栓、急速空気弁、呼び径φ800 以下の埋設タイ

プのバタフライ弁 (車道部) 

角形２号 600×500 地下式消火栓、急速空気弁 (歩道部) 

小型空気弁用 

（角形） 
440×330 小型空気弁 (歩道部、車道部) 

  

 

急速空気弁は「Ａ」、バタフライ弁は「Ｖ」、排水枡は「マス」 
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角形２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小型空気弁用（角形）440×330 
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（2）ボックスの積上げ 

鉄蓋、受枠及びレジンコンクリート製ボックスとの連結は、レジンコンクリート製ボックス

の埋め込みナットとボルトナットによる連結として、円形１号はＭ10のボルトナットとし、そ

れ以外は M16 のボルトナット（一部 M12）にて連結する。ボルトナットの材質はステンレス製

ボルトナットとする。 

仕切弁室の積上げは、仕切弁箱蓋又はキャップの下のパッキン弁箱蓋部分が弁室の底版の上

の空間に出るように、また消火栓及び空気弁室の積上げは補修用副弁が弁室の底版の上の空間

に出るように、バタフライ弁室については、減速機部分が弁室の底版の上の空間に出るように、

高さを調節すること。さらに、弁室の底版と配管が 5cm以上の離隔が取れる高さに積上げる事

も注意すること。 

鉄蓋、受枠、レジンコンクリート製ボックス及びレジンコンクリート製調整リングについて   

は、同じメーカーの製品を組み合わせること。 

   鉄蓋と受枠の連結方式は蝶番１点支持とする。ただし、小型空気弁用(440×330)については

蝶番２点支持とする。 

円形４号の地下式消火栓については、消防署の要望により蝶番の位置を本管軸方向でなく車

道側とすること。(図１) 

 

 

 

(図１) 円形４号 蝶番設置位置 
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 弁室等選定基準表 

弁室等 弁室等型式 
道 路 

備   考 
歩道 L､A B､C､D 

仕切弁室 

（排水弁） 
円形１号 ○ ○ ○ 

JWWA K 148 

ソフトシール弁 

φ３５０以下 

仕切弁室 円形４号 ― ○ ○ 

JWWA K 148 

バタフライ弁 

φ４００～φ８００ 

消火栓室 角形２号６００×５００ ○ ― ― 
JWWA K 148 

(緊結ハット型タイプ) 

消火栓室 円形４号 ※１ ○ ○ JWWA K 148 

空気弁室 角形２号６００×５００ ○ ― ― 
JWWA K 148 

(緊結ハット型タイプ) 

空気弁室 円形４号 ※２ ○ ○ JWWA K 148 

小型空気弁室 角形４４０×３３０ ○ ○ ○ 
JWWA規格外寸法 

(緊結ハット型タイプ) 

備考 ※１ 高圧用（１.０ＭＰａ）の消火栓を設置する場合は、円形４号φ６００レジンコンクリート製消火

栓室を選定すること。 

   ※２ 高圧用（１.０ＭＰａ）の急速空気弁を設置する場合は、円形４号φ６００レジンコンクリート製

空気弁室を選定すること。 
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２ 仕切弁室 （H25.6月～） 

※据付完了後、緊結ボルトのネジ部はビニルテープ等を巻きつけて土砂などから保護してく

ださい。 

 

・仕切弁φ５０、７５用  Ｈ＝７００ 

 

 

・仕切弁φ５０、７５，１００用  Ｈ＝９００ 
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・仕切弁φ５０、７５、１００用  Ｈ＝１２００ 

 

 

・仕切弁φ１５０、２００用  Ｈ＝９００ 
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・仕切弁φ１５０、２００用  Ｈ＝１２００ 

 

 

・仕切弁φ２５０用  Ｈ＝１２００ 
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・仕切弁φ３００用  Ｈ＝１２００ 

（令和２年１１月度の単価改定より適用） 

 

 

  

 

・給水引込管用仕切弁ボックス （Ｈ＝６００） 
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・バタフライ弁室据付図 

  円形４号 

・枠 

 

Ｖ : 仕切弁 
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3 参考 

 φ５０、７５用（ＳＣ－１ 仕切弁ボックス） 

 
 
 
                        
                        
                        
                        
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日之出製 草竹製 

SC-1-S 平面図 スラブ 60 平面図 

100 250 250 

600 

100 250 250 

600 

600 φ320 φ300 600 

企業団マーク 

仕切弁・排水弁 

仕切弁・排水弁 

企業団マーク 

上水道 

平成 11 年に泥吐弁を排水弁に変更 

Ｇ．Ｌ 

200 200 

200 

200 

200 

200 

100 100 

300 300 

70 70 

1200 

SC-1 

SC-1-W 

 

SC-1-200 

SC-1-200 

SC-1-S 

SC-1-100 

20型蓋 20 

25B10 

25B20 

25B20 

25C 

スラブ 60 

1070 
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φ１００、１５０用（ＳＣ－１ 仕切弁ボックス） 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

SC-2-S 平面図 スラブ 80 平面図 

800 

100 350 350 

800 φ440 

100 300 300 

700 

φ340 800 

日之出製 草竹製 

企業団マーク 

仕切弁・排水弁 

仕切弁・排水弁 

企業団マーク 

上水道 

平成 11 年に泥吐弁を排水弁に変更 

1200 

200 

100 

300 

100 

300 

75 

SC-1 

SC-1-W 

 

SC-2-S 

SC-1-100 

SC-2-W 

 

SC-1-100 

Ｇ．Ｌ 

200 

100 

300 

100 

300 

75 

20型蓋 20 

25B10 

25B10 

25C 

32C 

スラブ 80 

1075 
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 仕切弁φ３５０の弁室 

円形１号用底板では仕切弁φ３５０の吊下げフック幅に対応できないが、下部壁を特殊品（豊

田市型）、底版に円形２号用を採用して設置できる。ただし、両資材とも承認製品ではないため、

現場ごとの材料承認が必要である。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ・材料寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

下 部 壁                底 板 

 

仕切弁φ３５０用  Ｈ＝１４００ 

（円形 号用） 

（円形１号）  

（円形１号用） 
 

（円形１号用） 
 
 

（円形１号用） 

特殊品 
(豊田市型) 

（円形２号用） 
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4 消火栓、空気弁ボックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・消火栓、空気弁ボックス 

 円形４号 
車道用 

・枠 

 

Ａ：空気弁 

消火栓用 
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歩道用 ・消火栓、空気弁ボックス 

 角形２号（歩道設置タイプ） 

・枠 
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・枠 
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